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（１） ２００５年１２月１０日 第９１２号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

第１０回１．１７震災フォーラム
阪神大震災から１０年
２００６年１月１４日�
１３：３０ 開会
生協生活文化会館４Ｆホール

２００５．１２．１０
No.912

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

「
給
与
構
造
改
革
」持
ち
込
ま
せ
な
い
�

００５５年年賃賃金金確確定定闘闘争争後後半半戦戦

ア、賃金センサスは、人事委員会が用いてきた公務に類似
する職種を調査した職種別民間給与実態調査とは異な
り、生産労働者を含む全職種を対象に、全体の平均賃
金を集計しているため、金融や情報産業等の賃金水準
の高い事業所が多い首都圏では平均が高くなり、愛知
県のような製造業中心の産業構造の地域では低くなる
傾向にある。
また、賃金センサスは、市町村別ではなく県別の統

計を目的に作成されたものであり、市町村単位で標本
数のバラツキによる数値の振れが生じやすく、現に本
県においても、日進市が県内最高の１５％になり、中核
市の岡崎市や豊橋市が３％になるなど、地域の実感と
は異なった傾向が現れていること、本県では、原則と
して地域手当の支給対象とならない人口５万人未満の
市や町村にも有力な企業が多くあり、これらの市町村
の民間賃金の水準が手当に反映されないなど、県内の
民間賃金の地域間格差を必ずしも正確に反映している
とは言い難い。

イ、（略）
ウ、人事委員会が県内に複数の事業所を有する民間企業に
対して行った調査結果では、ほとんどの企業が在勤す
る地域を理由に給与に格差を設けていないこと。

「愛知県人事委員会が勧告で示した」

国が決定した支給地域や
支給割合を適用することの問題点

０５
年
賃
金
確
定
闘
争

前
半
戦
の
た
た
か
い

０５
年
人
事
院
勧
告
は
、
わ
ず

か
一
時
金
の
０
・
０５
月
増
は

あ
っ
た
も
の
の
、
０
・
３５
％
の

引
き
下
げ
と
「
調
整
措
置
」
を

口
実
に
４
月
に
遡
っ
て
不
利
益

遡
及
を
行
う
と
い
う
も
の
で
し

た
。
さ
ら
に
、
５０
年
ぶ
り
の
史

上
最
悪
の
「
給
与
構
造
改
革
」

で
、
地
域
給
の
導
入
や
査
定
昇

給
の
導
入
な
ど
で
、
地
域
間
、

職
員
間
、
職
務
間
の
３
重
の
格

差
拡
大
を
０６
年
４
月
か
ら
実
施

す
る
と
い
う
不
法
・
不
当
な
も

の
で
し
た
。

職
場
か
ら
０５
人
勧
の
不
当
・

不
法
性
を
明
ら
か
に
し
、
各
単

組
が
築
き
上
げ
た
賃
金
制
度
の

到
達
点
に
確
信
を
深
め
る
学
習

を
強
め
て
き
ま
し
た
。
執
行
委

員
会
な
ど
の
機
関
会
議
や
職
場

学
習
が
、
豊
橋
を
は
じ
め
す
べ

て
の
単
組
で
追
及
さ
れ
ま
し

た
。
家
族
署
名
や
当
局
へ
の
要

請
・
上
申
行
動
も
取
り
組
ま
れ
、

不
法
・
不
当
な
０５
人
勧

許
す
な
の
庁
内
世
論
を

高
め
、
１０
・
１４
全
国
統

一
行
動
な
ど
全
国
の
仲

間
と
も
連
携
を
強
化
し

て
き
ま
し
た
。

賃
金
確
定
闘
争
前
半

戦
・
０５
年
度
分
の
取
扱

に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
マ
イ
ナ
ス
勧
告
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
西
尾
や
知
立
な
ど

臨
職
に
マ
イ
ナ
ス
反
映

さ
せ
な
い
と
の
回
答
を

引
き
出
し
た
り
、「
給

与
構
造
改
革
」
と
の
た
た
か
い

を
展
望
し
て
蒲
郡
、
犬
山
、
長

久
手
、
清
須
な
ど
多
く
の
単
組

で
継
続
課
題
で
前
進
回
答
を
引

き
出
し
ま
し
た
。

県
人
事
委
員
会
地
域

手
当
一
律
１０
％
支
給

１１
月
３０
日
愛
知
県
人
事
委
員

会
は
、「
給
与
構
造
改
革
」
に

係
わ
る
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。

勧
告
で
は
、
給
料
表
な
ど
国
に

準
拠
す
る
中
身
が
基
本
と
な
っ

て
ま
す
が
、
地
域
手
当
に
つ
い

て
は
、「
暫
定
的
措
置
」
と
し

つ
つ
、
県
内
一
律
１０
％
支
給
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
注

目
す
べ
き
こ
と
は
、
国
の
地
域

手
当
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る

「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

（
賃
金
セ
ン
サ
ス
）
に
対
す
る

問
題
点
（
別
記
）
を
明
確
に
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
賃
金
セ
ン

サ
ス
が
、
も
と
も
と
公
民
の
賃

金
比
較
を
す
る
目
的
を
も
っ
た

統
計
で
な
い
こ
と
、
集
計
の
仕

方
が
製
造
業
中
心
の
愛
知
県
に

は
不
利
な
こ
と
、
人
口
５
万
人

未
満
の
市
町
村
を
地
域
手
当
の

対
象
と
し
な
い
こ
と
に
対
す
る

民
間
賃
金
の
地
域
間
格
差
が
正

確
に
反
映
し
て
い
な
い
な
ど
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

３
重
の
格
差
を
生
む

給
与
構
造
改
革
を

持
ち
込
ま
せ
な
い

年
末
か
ら
１
月
下
旬
に
か
け

て
、「
給
与
構
造
改
革
」
と
の

た
た
か
い
の
正
念
場
を
迎
え
ま

す
。
３
重
の
格
差
を
持
ち
込
む

「
給
与
構
造
改
革
」
を
持
ち
込

ま
せ
な
い
こ
と
を
基
本
に
、
安

心
し
て
公
務
に
専
念
で
き
る
賃

金
制
度
の
確
立
と
生
涯
賃
金
確

保
を
め
ざ
し
、
職
場
を
基
礎
に

学
習
と
団
結
を
強
め
、
民
間
労

働
者
・
住
民
と
の
共
同
を
広
げ
、

全
国
の
仲
間
と
と
も
に
全
県
的

な
統
一
闘
争
で
要
求
実
現
を
勝

ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

全国の仲間ともたたかいを連携して

米米
軍軍
基基
地地
強強
化化
にに
反反
対対

全全
国国
のの
平平
和和
守守
るる
たた
たた
かか
いい
交交
流流

（（
００５５
日日
本本
平平
和和
大大
会会
・・
神神
奈奈
川川
））

今
年
の
日
本
平
和
大
会
は
、

沖
縄
に
次
い
で
米
軍
基
地
の
集

中
す
る
神
奈
川
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
開
会
総
会
に
は
、
全
国

か
ら
１
３
０
０
人
が
参

加
。
米
軍
基
地
強
化
、

憲
法
改
悪
の
策
動
、
核

兵
器
廃
絶
・
被
爆
者
支

援
な
ど
、
平
和
を
め

ぐ
っ
て
緊
迫
し
た
情
勢

の
中
、
新
基
地
建
設
を

許
さ
な
い
沖
縄
や
山
口

の
な
ど
全
国
の
た
た
か

い
が
報
告
さ
れ
、
海
外

か
ら
の
代
表
者
の
「
米

軍
基
地
撤
去
」
の
か
け

声
に
唱
和
す
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
動
く
分
科
会
と

し
て
、
座
間
コ
ー
ス
と
横
須
賀

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
午
後
か
ら

座
間
集
会
に
合
流
。集
会
に
は
、

１
万
１
千
人
も
の
人
が
集
ま

り
、米
軍
基
地
再
編
強
化
反
対
、

陸
軍
第
一
軍
団
司
令
部
移
転
阻

止
、
原
子
力
空
母
配
備
阻
止
な

ど
訴
え
ま
し
た
。
集
会
で
は
、

志
位
日
本
共
産
党
委
員
長
が
情

勢
報
告
、
相
模
原
・
逗
子
市
長

か
ら
「
米
軍
基
地
強
化
で
住
民

の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
の
に
反

対
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
、
大
和
市
と
相
模
原
市

の
・
高
校
生
が
「
米
軍
機
の
爆

音
で
授
業
が
中
断
さ
れ
る
。
彼

氏
と
デ
ー
ト
で
も
話
が
途
切
れ

る
」「
人
を
殺
す
の
も
殺
さ
れ

る
の
も
イ
ヤ
、
若
者
が
戦
争
反

対
を
発
信
し
ま
し
ょ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。
座
間
キ
ャ
ン
プ
を

包
囲
し
、
合
図
に
合
わ
せ
て
オ

レ
ン
ジ
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
て

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

大山山頂から伊勢・神島を一望

１．１５人間の鎖に参加を�
渥美半島・大山に
自衛隊ヘリ山頂訓練場はいらない
●日時 ２００６年１月１５日�

午前１０時豊橋駅改札口集合
●場所 大山頂上にて人間の鎖
〈スケジュール〉
１１時１０分 現地集合

（大山登山口白山ヒメ神社鳥居前）
１３時００分 頂上にて人間の鎖
１３時４０分 下山
１５時３０分 豊橋駅着
※貸切バス 豊橋駅前から大山登山口まで

（料金１０００円）
申込先 豊橋市職労

TEL０５３２－５１－３０９０
FAX０５３２－５６－５１４７
Email：kumiai５０＠rio．odn．ne．jp

１１．２６座間集会に１万１０００人が参加

こ
れ
で
い
い
の
か

震
災
対
策
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（２）自治体 あいちの仲間２００５年１２月１０日 第９１２号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

１２
月
１
日
、
第
３８
期
愛
知
県

労
働
委
員
会
の
委
員
が
９
期
１８

年
連
続
で
「
連
合
愛
知
」
に
独

占
さ
れ
る
偏
向
任
命
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
愛
労

連
と
新
聞
労
連
・
国
労
な
ど
中

立
組
合
が
共
同
で
推
薦
し
た
黒

島
英
和
前
愛
労
連
副
議
長
、
田

中
洋
行
全
港
湾
名
古
屋
支
部
執

行
委
員
長
、
田
中
道
代
愛
労
連

事
務
局
長
の
３
名
を
排
除
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
９
９
９

年
、
名
古
屋
地
裁
「
５
・
１２
判

決
」
で
裁
判
長
は
知
事
に
対
し

て
「
差
別
さ
れ
て
い
る
労
働
者

が
対
立
し
て
い
る
系
統
の
労
組

推
薦
の
委
員
を
信
頼
で
き
な
い

の
は
無
理
か
ら
ぬ
」、「
労
働
組

合
運
動
に
お
い
て
運
動
方
針
を

異
と
す
る
潮
流
・
系
統
が
存
在

す
る
以
上
、
労
働
者
委
員
の
構

成
に
お
い
て
も
多
様
性
を
有
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
」「
今
後

は
よ
り
多
く
の
労
働
者
に
支
持

さ
れ
る
合
理
的
選
択
を
」
と
の

勧
告
意
見
を
行
っ
て
き
た
の
で

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
事

は
依
然
と
し
て
偏
向
任
命
を
改

め
よ
う
と
し
な
い
ま
ま
で
す
。

全
国
的
に
は
連
合
独
占
の
見
直

し
が
広
が
り
、
全
労
連
・
非
連

合
系
か
ら
の
選
任
も
東
京
・
大

阪
・
高
知
・
埼
玉
・
和
歌
山
・

長
野
・
千
葉
・
宮
城
と
８
都
府

県
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

愛
知
県
労
委
の
民
主
化
を
求

め
る
連
絡
会
議
は
１２
月
１
日
知

事
公
室
に
対
し
て
偏
向
任
命
を

撤
回
し
、
県
労
委
の
機
能
回
復

を
求
め
る
抗
議
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

��������	
��

�����������

９
期
１８
年
連
続
で「
連
合
愛
知
」に
独
占

神
田
知
事
は
偏
向
任
命
を
撤
回
せ
よ
�

と き ２００６年１月２８日（土）
～２９日（日）

ところ ウィルあいち
名古屋市東区上竪杉町１
ＴＥＬ０５２－９６２－２５１１

��� �����	
�
��
�����
�� 愛

知
の
保
育
労
働
者
の
み
な
さ
ん

全
国
の
仲
間
と
学
び
ま
し
ょ
う

愛知県労委の機能回復求め〈記念講演〉
「人間への信頼と希
望を語り続けて」
三上 満 氏
（勤医会東葛

看護専門学校校長）
〈文化行事〉
「ぺんぺん寄席」 三味線やそすけ氏

知事公室に強く抗議

�������� �����	�� �
�����
��

� 保育所の役割と私たちの
運動

� 自治体リストラ攻撃をは
ね返す保育労働者の運動

������� ����� 

４０００円（１日のみ２０００円）
〈申込先〉
自治労連愛知県本部保育
所部会 TEL０５２－９１６－２２５１

地下鉄名城線「市役所」駅�番
出口東へ徒歩１０分

県庁舎前で怒りの抗議アピール

１１
月
２９
日
、
知
多

地
区
協
議
会
（
半
田

市
職
・
武
豊
町
職

労
）
は
愛
知
県
本
部

と
知
多
４
市
４
町
を

訪
問
し
、
０６
年
賃
金

改
善
な
ど
要
請
行
動

を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
０５
人
事
院
勧
告

で
出
さ
れ
た
「
給
与

構
造
の
改
革
」
に
つ

い
て
導
入
し
な
い
こ
と
や
「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策
定
強
要

を
撤
回
す
る
よ
う
国
に
申
し
入

れ
る
こ
と
。
ま
た
、
自
治
体
の

発
展
に
関
す
る
要
請
な
ど
３
つ

の
課
題
で
行
い
ま
し
た
。

ど
の
自
治
体
で
も
「
給
与
構

造
の
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
ど

う
す
る
か
真
剣
に
検
討
さ
れ
て

い
て
、
非
常
に
有
意
義
な
懇
談

と
な
り
ま
し
た
。あ
ら
た
め
て
、

知
多
５
市
５
町
で
の
一
致
し
た

と
り
く
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

◆
瀬
戸
蔵
（
旧
市
民
会
館
）
周

辺
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
で
す

が
、
人
影
が
な
い
の
が
残
念
で

す（
村
上
義
宏
・
瀬
戸
市
職
労
）

◆
寒
く
な
り
ま
し
た
ね
。
ま
た

今
年
も
結
露
と
戦
う
日
々
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ

ン
に
も
昔
の
よ
う
な
雨
戸
を
つ

け
て
ほ
し
い
。
誰
か
結
露
対
策

の
画
期
的
な
商
品
開
発
し
て
く

れ
な
い
で
し
ょ
う
か
（
横
田
智

子
・
名
古
屋
市
職
労
）
◆
私
も

長
い
間
便
秘
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
す
が
「
ツ
ボ
の
話
」
を
読
み

ま
し
て
と
て
も
参
考
に
な
り
実

行
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す

（
外
山
弘
美
・
豊
川
市
職
労
）

◆
毎
号
楽
し
み
に
拝
見
し
て
い

ま
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

も
答
え
は
出
し
て
い
る
の
で
す

が
、
今
回
思
い
切
っ
て
応
募
し

ま
し
た
（
伊
津
野
か
つ
子
・
瀬

戸
市
職
労
）
◆
孫
が
１２
月
１
日

に
満
１
歳
を
無
事
迎
え
ま
し

た
。
憲
法
９
条
を
変
え
る
な
ど

き
な
く
さ
い
に
お
い
の
日
々
で

す
が
平
和
な
ゆ
っ
た
り
し
た
世

の
中
で
の
人
生
を
送
ら
せ
な
け

れ
ば
と
切
に
思
い
ま
す
（
山
川

喜
久
子
・
学
事
労
）
◆
今
年
も

残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
ヵ
月
、
よ

う
や
く
冬
ら
し
く
鍋
の
美
味
し

い
時
期
で
す
ね
。
「
キ
ム
チ

鍋
」
が
大
好
き
で
す
が
、
み
な

さ
ん
は
何
鍋
が
い
い
で
す
か
？

（
藤
城
一
夫
・
豊
橋
市
職
労
）

「
先
月
号
で
９
０
７
号
の
当
選

者
名
が
藤
代
一
夫
さ
ん
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
し
ま
す
」（
編
集
部
）

知
多
地
区
協

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

００６６年年賃賃金金改改善善ななどど要要請請 ��������������
��������������
�
��������������
��������������
��������������

��������������
��������������
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職職
場場
のの
声声

今
年
で
２２
回
を
迎
え
る
ト
ヨ

タ
シ
ン
ポ
が
、
１１
月
２７
日
豊
田

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
西
三
河
を
中
心
に
県

内
各
地
か
ら
１
２
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

午
前
中
の
基
調
講
演
は
、
猿

田
正
樹
先
生
（
中
京
大
学
教

授
）
が
ト
ヨ
タ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

戦
略
の
動
向
と
題
し
て
、
世
界

の
ト
ッ
プ
を
め
ざ
す
ト
ヨ
タ
の

生
産
方
式
、
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・

タ
イ
ム
、
ト
ヨ
タ
ウ
ェ
イ
と
人

事
管
理
・
労
使
関
係
に
つ
い
て

講
演
。
人
事
管
理
に
つ
い
て
、

世
界
的
研
究
・
経
験
の
成
果
の

ど
ん
欲
な
吸
収
と
独
自
の
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
に

ふ
れ
ま
し
た
。
長
時
間
・
過
密

労
働
を
長
年
労
働
者
が
行
え
る

に
は
「
動
機
づ
け
」
管
理
の
構

造
が
あ
る
と
説
明
し
、
一
生
ト

ヨ
タ
に
し
が
み
つ
い
て
生
き
る

し
か
道
は
な
く
、
仲
間
に
迷
惑

を
か
け
た
く
な
い
、
小
集
団
管

理
な
ど
で
会
社
の
繁
栄
は
自
分

た
ち
の
生
活
安
定
と
向
上
・
自

己
成
長
に
つ
な
が
る
意
識
づ
け

が
さ
れ
て
い
る
と
解
明
さ
れ
ま

し
た
。
午
後
か
ら
、
ト
ヨ
タ
に

働
く
労
働
者
か
ら
期
間
工
・
派

遣
労
働
者
が
急
増
す
る
職
場
の

実
態
や
豊
田
市
役
所
に
お
け
る

成
果
主
義
の
実
態
に
つ
い
て
特

別
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

若
者
も
気
軽
に
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た

ト
ヨ
タ
の
労
務
管
理
世
界
規
模
へ

長
時
間
労
働
の「
動
機
づ
け
」の
実
態

（
第
２２
回
ト
ヨ
タ
シ
ン
ポ
）

木木枯枯ららししのの吹吹くく中中
憲憲法法９９条条守守ろろううとと熱熱くく宣宣伝伝

愛
知
県
本
部
女
性
部
は
、
１２
月
３
日
（
土
）

午
後
、
木
枯
ら
し
が
吹
き
抜
け
る
寒
い
中
、
栄

メ
ル
サ
前
で
、
飴
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
バ
ン
ド
エ

イ
ド
を
セ
ッ
ト
し
た
憲
法
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、

４０
分
足
ら
ず
で
７
０
０
個
を
配
り
ま
し
た
。
宣

伝
カ
ー
か
ら
は
、「
軍
隊
で
は
平
和
は
作
れ
ま

せ
ん
。
日
本
を
戦
争
す
る
国
に
し
な
い
た
め
、

ご
一
緒
に
憲
法
９
条
を
守
ろ
う
の
声
を
上
げ
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
一
人
一
人
に
「
９

条
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
声
を
あ
げ
、
受
取
り

も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
宣
伝
で
憲
法
グ
ッ
ズ

７
０
０
個
を
配
布

次
号
１２
／
２５
号
は
新
年
号

と
合
併
号
に
な
り
ま
す
。

）（


